
















 

研究目的 

 精神発達遅滞児(以下 MR 児と略)の発生を予防し,早期発見・早期ケアをはかるために(1)

久留米市在住の MR 児の実態調査を行い,(2)MR 児のハイリスクファクター・サインを知り,

これらの成果を応用して,(3)中都市における MR 児のモニタリングシステムを確立し,乳児

検診などの現場で用いるパラメーターを知るために本研究を行った。 


